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－ 体操も友だちづくりも頑張ったよ！ －
B&G 元気体操教室発表会

　昨年 5月から行ってきた B&G 元気体操教室。

その成果を披露する発表会が香住 B&G海洋セン

ターで 3月 10 日に行われ、参加した子どもたち

は、保護者の前で元気いっぱいの体操を行いまし

た。

　この 1年間でたくましく成長した子どもたち。

体操が上手になっただけでなく、素晴らしい友だ

ちもたくさんできました。



広報 ふるさと香美 2012.4 － 2

まちからのおしらせまちからのおしらせま ち の で き ご とま ち の で き ご と ま ち の う ご きま ち の う ご き　
　

「
創
造
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進

産
業
間
連
携
、
子
育
て
支
援
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
重
点
課
題
に

◆
学
校
耐
震
化
の
推
進

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
な
学
び
舎や

を
確
保

◆
子
育
て
支
援

・ 

第
３
子
以
降
の
子
ど
も
を
出
産
さ
れ
た
場
合
に

支
給
す
る
出
産
祝
金
や
、
保
育
園
の
保
育
料
軽

減
措
置
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
国
の
「
児
童

手
当
」
を
中
学
校
修
了
ま
で
の
子
ど
も
を
養
育

す
る
保
護
者
に
支
給
し
ま
す
。

・ 

医
療
費
（
通
院
、
入
院
）
の
無
料
化
を
小
学
３

年
生
ま
で
拡
充
し
ま
す
。

◆
結
婚
対
策
の
推
進

　

未
婚
者
の
結
婚
対
策
と
し
て
、
若
者
交
流
事
業

や
結
婚
対
策
会
議
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
若
者

交
流
事
業
の
実
施
団
体
を
支
援
し
ま
す
。

◆
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

「
第
２
次
香
美
町
行
財
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ

く
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
」（
仮
称
）
を
設
置
し

ま
す
。

◆
小
規
模
集
落
対
策

　

高
齢
化
が
進
み
、
戸
数
が
減
少
し
た
集
落
に
対

し
て
、
元
気
や
活
力
を
高
め
る
た
め
の
支
援
や
対

策
を
行
い
ま
す
。

◆
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

　

小
学
校
区
な
ど
を
単
位
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
と
、
い
き
い
き
と
し
た
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
自
ら
考
え
行
動
す
る
団
体

な
ど
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

３
月
１
日
に
開
会
し
た
第
65
回
香
美
町
議
会
の
冒
頭

で
、
長
瀬
町
長
は
今
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
町
長
は
「
町
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
４
年

目
、
仕
上
げ
の
年
度
と
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、

財
政
健
全
化
の
指
標
の
一
つ
で
あ
る
実
質
公
債
費
比
率

が
、
平
成
22
年
度
に
早
期
健
全
化
基
準
（
25
・
０
％
）

を
下
回
っ
て
24
・
６
％
に
、
そ
し
て
、
昨
年
度
は
22
・

８
％
と
な
る
な
ど
、
財
政
の
健
全
化
が
着
実
に
進
ん
で

い
ま
す
」
と
説
明
。

　

「
今
年
度
は
、
①
各
種
産
業
の
連
携
、
②
子
育
て
支

援
対
策
の
充
実
、
③
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
３

つ
を
重
点
課
題
と
し
て
と
ら
え
、
昨
年
度
に
策
定
し
た

香
美
町
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
町
民

の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て
各
種
施
策
を
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
」
と
し
『
創
造
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
』

の
着
実
な
推
進
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
施
政
方
針
（
要
旨
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

自
立
と
参
画
・
協
働
、
連
携
・
交
流
の
推
進

教
育
、
文
化
の
充
実
と
創
造

保
健
、
医
療
、
福
祉
の
充
実
と
連
携

す
る
た
め
、
香
住
幼
稚
園
の
改
築
に
着
手
す
る
と

と
も
に
、
村
岡
小
学
校
の
耐
震
化
に
向
け
て
実
施

設
計
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
耐
震
性
の
な
い
施
設

の
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。

◆
教
育
環
境
意
向
調
査
の
実
施

　

保
護
者
や
町
民
の
皆
さ
ん
の
学
校
に
対
す
る
意

識
や
評
価
の
把
握
、
特
色
あ
る
教
育
の
可
能
性
、

地
域
の
教
育
力
、
学
校
環
境
に
関
す
る
安
全
性
な

ど
に
つ
い
て
、
２
年
間
の
継
続
事
業
と
し
て
多
角

的
な
調
査
を
行
い
、
教
育
環
境
の
あ
り
方
に
関
す

る
方
向
性
を
検
討
し
ま
す
。

◆
生
涯
教
育
の
充
実

　

公
民
館
講
座
な
ど
の
開
催
や
老
朽
化
し
た
社
会

教
育
施
設
の
設
備
な
ど
の
改
修
を
行
い
、
良
好
な

生
涯
学
習
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
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◆
６
次
産
業
化
の
推
進

　

地
域
資
源
を
最
大
限
に
生
か
し
た
産
業
振
興
を

図
る
た
め
、
各
種
産
業
団
体
間
の
さ
ら
な
る
連
携

強
化
と
農
林
水
産
業
、
製
造
業
、
販
売
業
お
よ
び

観
光
業
と
の
有
機
的
・
総
合
的
な
結
合
を
図
る「
６

次
産
業
化
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

特
に
「
食
」
を
通
し
た
６
次
産
業
化
や
町
内
産

品
を
活
用
し
た
新
た
な
特
産
品
づ
く
り
の
調
査
・

研
究
を
行
う
ほ
か
、
町
内
の
各
種
産
業
団
体
代
表

者
で
組
織
さ
れ
た
「
香
美
町
産
業
連
携
活
性
化
協

議
会
」
の
活
動
を
支
援
し
、
農
商
工
連
携
事
業
を

進
め
ま
す
。

◆
道
路
網
の
整
備

　

町
道
の
防
災
対
策
を
進
め
て
通
行
の
安
全
性
を

高
め
る
と
と
も
に
、
改
良
を
進
め
、
利
便
性
の
向

上
と
生
活
基
盤
の
安
定
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
て
安
全
性
が
低
下
し
た
橋

平成 24 年度町長施政方針（要旨）

産
業
振
興
と
雇
用
確
保

都
市
基
盤
の
整
備
と
充
実

ま
た
、
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の

入
院
医
療
費
の
窓
口
負
担
額
を
全
額
助
成
す
る

ほ
か
、
小
学
４
年
生
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の

通
院
医
療
費
の
一
部
助
成
を
継
続
し
ま
す
。（
本

号
10
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

・ 

香
住
区
お
よ
び
村
岡
区
で
引
き
続
き
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
ま
す
。
ま
た
、香
住
小
学
校
、

香
住
幼
稚
園
の
改
築
に
併
せ
、
香
住
小
学
校
の

敷
地
内
で
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
機
能
を
併
せ
持
つ「
地

域
連
携
施
設
」
の
整
備
に
着
手
し
、
来
年
夏
の

開
設
を
目
指
し
ま
す
。

・ 

子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
な
ど
か
ら
の
夜
間
の
医

療
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、
県
お
よ
び
但
馬
内

の
市
町
と
協
力
し
て
「
但
馬
地
域
小
児
救
急
医

療
電
話
相
談
」
を
始
め
ま
す
（
本
号
11
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）。

・ 

安
心
し
て
出
産
が
で
き
る
よ
う
、
妊
婦
健
康

診
査
に
係
る
助
成
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
ほ
か
、

特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

・ 

発
病
や
重
篤
化
を
防
ぐ
た
め
の
子
宮
頸
が
ん
予

防
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
接
種
費
用
の
全
額
助
成
を

継
続
し
ま
す
。

◆
高
齢
者
な
ど
の
生
活
支
援
の
充
実

　

高
齢
者
な
ど
の
自
立
と
社
会
参
加
を
支
援
す
る

た
め
、
自
宅
か
ら
医
療
機
関
な
ど
へ
の
送
迎
サ
ー

ビ
ス
を
継
続
し
ま
す
（
本
号
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

◆
公
立
香
住
病
院
の
改
革

　

住
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
地
域
の
医
療
機
関

と
し
て
存
続
す
る
た
め
に
、
引
き
続
き
医
師
の
招

へ
い
や
職
員
の
意
識
改
革
に
努
め
ま
す
。

◆
地
域
福
祉
の
充
実

　

住
民
一
人
ひ
と
り
が
支
え
合
い
、
安
全
・
安
心

◆
地
域
農
業
の
振
興

　

牛
ふ
ん
た
い
肥
の
活
用
に
よ
る
有
機
農
業
を
推

進
す
る
た
め
、
購
入
費
用
だ
け
で
な
く
散
布
に
係

る
経
費
に
対
し
て
も
助
成
を
行
い
ま
す
。

◆
新
規
就
農
者
の
支
援

　

新
規
就
農
者
の
生
活
支
援
を
行
い
、
就
農
意
欲

の
喚
起
と
定
着
を
図
り
ま
す
。

◆
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
の
支
援

　

化
学
肥
料
や
農
薬
の
使
用
低
減
な
ど
、
環
境
に

配
慮
し
た
農
業
を
営
む
農
家
を
支
援
し
ま
す
。

◆
水
産
物
の
販
売
促
進

　

水
産
物
の
販
売
促
進
や
魚
食
普
及
を
推
進
す
る

た
め
に
行
う
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
支
援
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

◆
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

　

昨
年
行
っ
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
継

続
し
、地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す（
本
号
13
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）。

◆
雇
用
対
策

　

町
内
出
身
者
や
新
規
学
卒
者
な
ど
に
町
内
企
業

の
魅
力
を
発
信
し
、
町
内
企
業
へ
の
就
労
を
働
き

か
け
ま
す
。

　

ま
た
、
離
職
者
に
対
し
、
次
の
雇
用
ま
で
の
短

期
の
雇
用
・
就
労
機
会
の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
の
指
針
「
地
域
福
祉
計
画
」
の
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

▲町内産品を生かした料理で地域の活性化を…
　 （写真は香住ゆかりの海産物などを使った「香住丼」）
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◆
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
用
促
進

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
を
生
か
し
た
地
域
活
性

化
を
図
る
た
め
、
ガ
イ
ド
の
養
成
、
セ
ミ
ナ
ー
や

バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
の
実
施
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
拠
点
施
設
で
あ
る
香
美

町
海
の
文
化
館
を
改
修
す
る
と
と
も
に
、
各
ジ
オ

サ
イ
ト
で
看
板
設
置
を
行
い
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

◆
海
岸
美
化
対
策

　

海
岸
保
全
区
域
の
海
岸
美
化
を
図
り
、
環
境
保

全
と
美
観
保
持
に
努
め
ま
す
。

◆
治
山
事
業
の
推
進

　

山
腹
崩
壊
や
落
石
な
ど
の
災
害
を
防
止
す
る
た

め
、
町
内
４
ヵ
所
で
治
山
工
事
を
行
い
ま
す
。

◆
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
対
策

　

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
用
化
を
目
指
し
、

農
業
用
水
利
を
活
用
し
た
小
水
力
発
電
の
調
査
・

研
究
を
進
め
ま
す
。

◆
行
財
政
改
革
の
推
進

　

平
成
22
年
度
策
定
の
「
第
２
次
香
美
町
行
財
政

改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革

を
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

◆
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　

職
員
一
人
ひ
と
り
の
意
識
向
上
の
た
め
に
職
員

研
修
を
行
い
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま

す
。

自
然
環
境
の
保
全
と
活
用

行
財
政
基
盤
の
強
化

平成 24 年度町長施政方針（要旨）

◆
要
援
護
者
の
見
守
り
活
動
の
充
実

　

本
町
の
高
齢
化
率
は
年
々
上
昇
し
て
お
り
、
合

併
当
時
に
約
29
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
今
年
１
月

に
は
約
32
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
高
齢
化
に
対
応
す
る
た
め
に
昨
年
か
ら
始

め
た
「
に
こ
に
こ
香
美
ネ
ッ
ト
」
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
各
区
・
自
治
会
や
社
会
福
祉

協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
福

祉
・
防
災
マ
ッ
プ
要
援
護
者
登
録
」
と
の
連
携
強

化
を
図
り
、
災
害
時
な
ど
の
要
援
護
者
の
見
守
り

活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
防
災
行
政
放
送
の
整
備

　

３
区
で
方
式
が
異
な
る
防
災
行
政
放
送
の
統
一

化
と
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
て
実
施
設
計
を
行
い
、

平
成
27
年
度
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

◆
津
波
対
策

　

海
岸
線
を
有
す
る
本
町
で
は
津
波
対
策
が
喫
緊

の
課
題
で
す
。
こ
の
た
め
、
主
要
な
高
台
を
拠
点

生
活
環
境
の
整
備
と
充
実

避
難
地
と
し
て
位
置
づ
け
、
避
難
路
と
一
体
的
に

整
備
す
る
こ
と
で
安
全
な
避
難
場
所
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

◆
除
雪
対
策

　

通
学
路
お
よ
び
生
活
基
幹
道
路
の
確
保
の
た
め
、

冬
季
の
除
雪
を
行
う
と
と
も
に
、
除
雪
機
の
更
新

・
購
入
費
用
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

◆
消
費
者
行
政
の
推
進

　

多
様
化
す
る
消
費
者
被
害
に
対
応
す
る
た
め
、

た
じ
ま
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
と
の
連
携
を
強
化

し
、
消
費
生
活
相
談
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
浄
水
場
整
備
の
推
進

　

平
成
22
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
た
森
浄
水

場
（
香
住
区
）
の
整
備
は
、
年
内
に
事
業
完
了
お

よ
び
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
村
岡
中
区
簡
易
水
道
の
安
定
供
給

を
図
る
た
め
、
蘇
武
ト
ン
ネ
ル
の
湧
水
を
活
用
す

る
た
め
の
導
水
管
整
備
と
村
岡
浄
水
場
の
改
良
に

着
手
し
ま
す
。

り
ょ
う
を
順
次
改
修
し
て
、
通
行
の
安
全
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

◆
公
共
交
通
な
ど
の
確
保

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、

民
間
バ
ス
事
業
の
運
行
経
費
を
助
成
す
る
と
と
も

に
、
路
線
バ
ス
の
休
止
路
線
で
引
き
続
き
町
民
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
。

◆
住
環
境
の
整
備

　

が
け
崩
れ
な
ど
の
危
険
か
ら
町
民
の
皆
さ
ん
の

生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
災
害
危
険
区
域
に
あ

る
住
宅
の
移
転
費
用
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

▲ 統一化・デジタル化に向けて実施設計に着手する防災行
政放送（写真は役場本庁舎にある香住区の防災行政放送
機器）
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平
成
24
年
度
予
算
（
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
）

　

総
額
２
２
１
億
円
の
ま
ち
づ
く
り

　

今
年
度
は
「
第
２
次
香
美
町
行

財
政
改
革
大
綱
」
期
間
の
２
年
目

に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
の

取
り
組
み
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
の
協
働
に

よ
る
「
創
造
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
着
実
に
推
進
さ
せ
る
こ

と
を
念
頭
に
置
い
て
予
算
編
成
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
、
特
別

会
計
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
今

年
度
の
予
算
総
額
は
２
２
０
億
９

９
３
２
万
６
千
円
と
な
り
、
前
年

度
の
２
２
７
億
５
１
６
４
万
５
千

円
に
比
べ
、
６
億
５
２
３
１
万
９

千
円
、
率
に
し
て
２
・
９
％
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計

　

一
般
会
計
の
予
算
額
は
１
２
２

億
２
２
０
０
万
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
、
６
億
７
８
０
０
万
円
、
率

に
し
て
５
・
３
％
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

各
会
計
の
予
算
概
要

　

減
額
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
、

繰
上
償
還
な
ど
に
よ
る
公
債
費
の

減
、
町
道
災
害
復
旧
事
業
（
平
成

23
年
度
当
初
予
算
分
）
の
完
了
に

よ
る
災
害
復
旧
費
の
減
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。

特
別
会
計

　

10
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
76

億
３
４
７
５
万
５
千
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
、
６
６
７
０
万
６
千
円
、

率
に
し
て
０
・
９
％
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

減
額
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
、

下
水
道
事
業
特
別
会
計
の
施
設
整

備
費
や
公
債
費
が
減
と
な
っ
た
こ

と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

企
業
会
計

　

２
企
業
会
計
の
予
算
総
額
は
22

億
４
２
５
７
万
１
千
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
、
９
２
３
８
万
７
千
円
、

率
に
し
て
４
・
３
％
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

増
額
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
、

公
立
香
住
病
院
事
業
企
業
会
計
の

空
調
設
備
等
改
修
事
業
、
上
水
道

事
業
企
業
会
計
の
浄
水
場
整
備
事

業
の
実
施
に
よ
る
も
の
で
す
。

会　計　区　分 平成 24 年度 平成 23 年度 比較増減 増減率

一　般　会　計 12,222,000 12,900,000 △ 678,000 △ 5.3

特　別　会　計 7,634,755 7,701,461 △ 66,706 △ 0.9

国民健康保険事業 2,845,800 2,910,000 △ 64,200 △ 2.2

事業勘定 2,460,000 2,526,000 △ 66,000 △ 2.6

佐津診療施設勘定 37,000 52,100 △ 15,100 △ 29.0

兎塚・川会・原診療施設勘定 48,600 51,400 △ 2,800 △ 5.4

小代診療施設勘定 199,400 193,300 6,100 3.2

兎塚・川会歯科診療施設勘定 100,800 87,200 13,600 15.6

後期高齢者医療保険事業 276,900 254,100 22,800 9.0

介護保険事業 2,073,000 2,018,000 55,000 2.7

簡易水道事業 521,000 401,600 119,400 29.7

下水道事業 1,835,000 2,043,000 △ 208,000 △ 10.2

財産区 2,900 1,500 1,400 93.3

町立地方卸売市場事業 1,900 1,900 0 0.0

国民宿舎事業 39,300 35,300 4,000 11.3

矢田川憩いの村事業 32,594 29,700 2,894 9.7

宅地造成事業 6,361 6,361 0 0.0

企　業　会　計 2,242,571 2,150,184 92,387 4.3

公立香住病院事業 1,514,686 1,445,310 69,376 4.8

収益的支出 1,267,767 1,250,100 17,667 1.4

資本的支出 246,919 195,210 51,709 26.5

上水道事業 727,885 704,874 23,011 3.3

収益的支出 236,142 190,355 45,787 24.1

資本的支出 491,743 514,519 △ 22,776 △ 4.4

合　　　計 22,099,326 22,751,645 △ 652,319 △ 2.9

（単位：千円、％）平成 24 年度の各会計予算

　

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
財
政
課
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歳
入
（
図
１
）

　

町
税
な
ど
一
般
財
源
の
合
計
額

は
、86
億
５
５
５
１
万
３
千
円（
前

年
度
比
１
・
９
％
減
）
で
す
。

◆
町
税

　

17
億
７
２
４
７
万
３
千
円
（
前

年
度
比
３
・
５
％
減
）
で
、
減
収

の
主
な
要
因
は
、
固
定
資
産
税
の

減
少
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

◆
地
方
交
付
税

　

普
通
交
付
税
は
59
億
４
７
０
０

万
円
（
前
年
度
比
０
・
８
％
減
）

を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
昨
年
度

決
算
見
込
額
59
億
１
７
８
万
９
千

円
に
比
べ
る
と
、
４
５
２
１
万
１

千
円
、
率
に
し
て
０
・
８
％
の
増

と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
普
通
交
付
税
の
不
足

分
を
補
う
臨
時
財
政
対
策
債
を
合

わ
せ
る
と
64
億
５
４
０
０
万
円
で
、

昨
年
度
実
績
の
64
億
１
１
０
４
万

３
千
円
に
比
べ
る
と
、
４
２
９
５

万
７
千
円
、
率
に
し
て
０
・
７
％

の
増
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
交
付
税
は
５
億
３

１
０
０
万
円
で
、
前
年
度
と
同
額

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

◆
繰
入
金

　

３
５
７
０
万
７
千
円
（
前
年
度

比
72
・
２
％
減
）
で
、
減
額
の
要

因
は
「
兵
庫
の
じ
ぎ
く
債
」（
平

成
17
年
度
発
行
）
の
満
期
一
括
償

還
（
昨
年
度
完
了
）
を
財
源
と
し

た
減
債
基
金
繰
入
金
１
億
円
の
減

に
よ
る
も
の
で
す
。

歳
出
（
図
２
）

◆
人
件
費

　

20
億
４
５
７
５
万
円
（
前
年
度

比
５
・
２
％
減
）
で
、
減
額
の
主

な
も
の
は
、
一
般
職
給
料
な
ど
で

約
９
０
０
０
万
円
の
減
、
町
村
議

会
議
員
共
済
会
納
付
金
約
１
５
０

０
万
円
の
減
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す
。

◆
扶
助
費

　

10
億
６
４
８
３
万
６
千
円
（
前

年
度
比
３
・
４
％
減
）
で
、
減
額

の
主
な
も
の
は
、
児
童
手
当
の
制

度
改
正
に
よ
る
約
７
７
０
０
万
円

の
減
な
ど
で
す
が
、
障
害
者
介
護

給
付
費
は
約
３
４
０
０
万
円
の
増

と
な
り
ま
す
。

◆
補
助
費
等

償
還
（
昨
年
度
分
）
に
よ
る
影
響

約
１
億
８
０
０
０
万
円
の
減
と
、

「
兵
庫
の
じ
ぎ
く
債
」（
平
成
17
年

度
発
行
）
の
満
期
一
括
償
還
の
終

了
に
よ
る
も
の
で
す
。

◆
積
立
金

　

１
億
５
６
１
４
万
８
千
円
（
前

年
度
比
34
・
５
％
増
）
で
、
増
額

の
主
な
も
の
は
、
繰
上
償
還
（
昨

年
度
）
影
響
分
の
積
み
立
て
（
今

年
度
公
債
費
減
少
分
の
一
部
６
６

０
０
万
円
を
翌
年
度
以
降
の
財
源

と
す
る
）
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

◆
繰
出
金

　

19
億
９
７
７
８
万
５
千
円
（
前

年
度
比
２
・
５
％
減
）
で
、
減
額

の
主
な
も
の
は
、
下
水
道
事
業
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金
約
５
８
０
０

万
円
の
減
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

一
般
会
計
の
内
訳

◆
地
方
債

　

14
億
６
３
３
０
万
円
（
前
年
度

比
２
・
９
％
減
）
で
、
減
額
の
主

な
要
因
は
、
森
浄
水
場
整
備
事
業

で
５
９
０
０
万
円
の
減
、
香
住
小

学
校
整
備
事
業
で
３
億
３
４
１
０

万
円
の
減
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す

が
、
今
年
度
は
、
建
設
事
業
の
財

源
と
し
て
７
億
７
９
８
０
万
円
、

過
疎
対
策
事
業
債
を
活
用
し
た
ソ

フ
ト
事
業
で
１
億
２
６
１
０
万
円
、

普
通
交
付
税
の
振
替
分
と
し
て
臨

時
財
政
対
策
債
５
億
７
０
０
万
円

な
ど
の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

15
億
６
０
６
３
万
９
千
円
（
前

年
度
比
０
・
９
％
減
）
で
、
減
額

の
主
な
も
の
は
、
公
立
八
鹿
病
院

負
担
金
２
８
６
２
万
円
の
減
な
ど

で
す
が
、
新
規
就
農
総
合
支
援
事

業
は
１
６
５
０
万
円
の
増
と
な
り

ま
す
。

◆
普
通
建
設
事
業
費

　

13
億
50
万
３
千
円
（
前
年
度
比

１
・
５
％
減
）
で
、
今
年
度
は
地

域
連
携
施
設
整
備
事
業
、
拠
点
避

難
地
・
避
難
路
整
備
事
業
、
防
災

行
政
放
送
整
備
事
業
、
村
岡
小
学

校
整
備
事
業
、
香
住
幼
稚
園
整
備

事
業
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
公
債
費

　

21
億
５
５
３
１
万
８
千
円
（
前

年
度
比
11
・
８
％
減
）
で
、
減
額

の
主
な
も
の
は
、
縁
故
債
の
繰
上

＜図 2＞一般会計歳出予算内訳

民生費　19.0％民生費　19.0％
　23億 2,344 万円　23億 2,344 万円

公債費　17.6％公債費　17.6％
　21億 5,532 万円　21億 5,532 万円

教育費　13.7％教育費　13.7％
　16億 7,277 万円　16億 7,277 万円

総務費　10.7％総務費　10.7％
　13億 869 万円　13億 869 万円

衛生費　12.8％衛生費　12.8％
　15億 6,382 万円　15億 6,382 万円

土木費　10.6％土木費　10.6％
　12億 9,510 万円　12億 9,510 万円

農林水産業費　6.3％農林水産業費　6.3％
　7億 7,339 万円　7億 7,339 万円

消防費　4.7％消防費　4.7％
　5億 7,487 万円　5億 7,487 万円

商工費　3.2％商工費　3.2％
　3億 9,196 万円　3億 9,196 万円

議会費　0.9％議会費　0.9％
　1億 757 万円　1億 757 万円

その他 　0.5％その他 　0.5％
（労働費・災害復旧費・予備費労働費・災害復旧費・予備費）
　5,507 万円　5,507 万円

歳出
122億 2,200 万円

＜図 1＞一般会計歳入予算内訳

町税　14.5％町税　14.5％
　17億 7,247 万円　17億 7,247 万円

地方交付税　53.0％地方交付税　53.0％
　64億 7,800 万円　64億 7,800 万円

町債　12.0％町債　12.0％
　14億 6,330 万円　14億 6,330 万円

国県支出金　10.8％国県支出金　10.8％
　13億 2,031 万円　13億 2,031 万円

自主財源 自主財源 
　　21.0％　　21.0％

依存財源　79.0％依存財源　79.0％

譲与税・交付金　3.2％譲与税・交付金　3.2％
　4億 504 万円　4億 504 万円

諸収入ほか　6.5％諸収入ほか　6.5％
　7億 8,288 万円　7億 8,288 万円

歳入
122億 2,200 万円

[ 諸収入ほか内訳 ]

諸収入 5 億 497 万円

使用料・手数料 1 億 5,760 万円

分担金・負担金 8,460 万円

繰入金 3,571 万円
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財
政
調
整
基
金
・
減
債
基
金

　

財
政
調
整
基
金
の
昨
年
度
末
残

高
は
８
億
９
１
８
１
万
円
の
見
込

み
で
、
今
年
度
末
で
は
、
昨
年
度

決
算
積
立
額
な
ど
を
合
わ
せ
て
10

億
３
９
２
万
５
千
円
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

減
債
基
金
の
昨
年
度
末
残
高
は

１
億
４
２
３
６
万
１
千
円
の
見
込

み
で
、
平
成
20
〜
23
年
度
の
繰
上

償
還
に
係
る
元
金
相
当
額
な
ど
を

積
み
立
て
る
こ
と
で
、
今
年
度
末

残
高
を
２
億
６
８
０
万
２
千
円
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。

地
方
債
（
図
３
）

◆
一
般
会
計
で
は
…

　

昨
年
度
末
現
在
高
は
１
８
４
億

９
９
０
０
万
２
千
円
で
、
今
年
度

の
発
行
額
を
14
億
６
３
３
０
万
円
、

元
金
償
還
額
を
18
億
７
１
２
２
万

５
千
円
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
今

年
度
末
現
在
高
は
４
億
７
９
２
万

実
質
公
債
費
比
率
（
図
４
）

　

昨
年
度
は
22
・
８
％
で
し
た
。

　

引
き
続
き
財
政
健
全
化
に
努
め
、

今
年
度
は
20
・
８
％
、
２
・
０
ポ

イ
ン
ト
の
改
善
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

５
千
円
減
の
１
８
０
億
９
１
０
７

万
７
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

◆
全
会
計
で
は
…

　

昨
年
度
末
現
在
高
は
４
０
３
億

２
３
６
万
円
で
す
が
、
今
年
度
の

発
行
額
を
24
億
１
２
６
０
万
円
、

元
金
償
還
額
を
34
億
７
９
２
万
９

千
円
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
年

度
末
現
在
高
は
９
億
９
５
３
２
万

９
千
円
減
の
３
９
３
億
７
０
３
万

１
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
、
住
民
一
人
当
た
り
の
地

方
債
残
高
（
全
会
計
）
は
、
今
年

度
末
で
約
１
９
１
万
２
千
円
（
交

付
税
措
置
に
よ
る
補
て
ん
率
約

60
％
を
考
慮
す
る
と
約
76
万
円
）

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

（％）

平成 21年度 平成 24年度平成 22年度 平成 23年度

…実質公債費比率

26.6％

22.8％

24.6％

（見込み）
20.8％

早期健全化比率 25％

＜図 4＞実質公債費比率推移

（億円）

487

467

446

428

416

403

平
成
18
年
度

平
成
19
年
度

平
成
20
年
度

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度

…地方債残高（全会計）

394
（見込み）

（見込み）

＜図 3＞地方債残高（全会計）推移

町民 1人当たりに使われるお金町民 1人当たりに使われるお金

595,672 円595,672 円（前年度 617,520 円）（前年度 617,520 円）

町民 1人当たりの税負担額町民 1人当たりの税負担額

85,898 円85,898 円（前年度 87,478 円）（前年度 87,478 円）

民生費

113,239 円

　社会福祉や医療費助
成など安定した社会生
活を保障するために使
うお金です。

公債費

105,045 円

　国などから借り入れ
たお金（町債）の返済
などに使うお金です。

教育費

81,527 円

　幼稚園、小中学校、
社会教育など教育各般
に使うお金です。

衛生費

76,217 円

　健康診断、各種診断、
ごみ処理など健康で衛
生的な生活環境を保つ
ために使うお金です。

総務費

63,783 円

　新しいまちづくりや
戸籍、徴税、選挙、監
査事務など町の総括的
な事務に使うお金です。

土木費

63,120 円

　道路、河川、町営住
宅などの整備や除排雪
経費を含む維持管理に
使うお金
です。

農林水産業費

37,693 円

　農業、林業、畜産業、
水産業の振興に使うお
金です。

消防費

28,018 円

　消防や救急活動に使
うお金です。

商工費

19,103 円

　観光の振興や商工業
の振興などに使うお金
です。

議会費

5,243 円

　町議会の運営に使う
お金です。

その他

（労働費・災害復旧費・予備費）

2,684 円

　労働対策や災害に
よって生じた被害を復
旧するために使うお金
などです。

※ 町民１人あたりの計算
は、平成 24 年 3 月 1 日
現在の人口 20,518 人を
基にしています。

す。

す。
お金です。

町民税

31,757 円

固定資産税

47,269 円

軽自動車税

2,554 円

たばこ税

4,318 円

※ 町民１人あたりの計算
は、平成 24 年 3 月 1 日
現在の人口 20,518 人を
基にしています。

※入湯税を除く

一般会計予算額を町民一人当たりに換算すると…
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高齢者などの生活支援制度
どうぞご利用ください！

●問い合わせ先　役場福祉課・各地域局

事業名・対象者 内容 利用料など

配食サービス事業

　おおむね 65 歳以上のひとり暮ら

し、高齢者夫婦世帯、身体障害者な

どであって調理が困難な人

　自宅へのお弁当の配達と安否確認を行います。

配食日は次のとおりですが、年末年始などは除き

ます。

・香住区…月～土曜日の夕食

・村岡区、小代区…日～金曜日の夕食

・主食と副食 …600 円

・副食のみ …500 円

※ 住民税所得割課税世帯の人は、1食あたり 100

円の追加となります。

外出支援サービス事業

　おおむね 65 歳以上で、下肢の不

自由な身体障害者または一般の交通

機関を利用することが困難な人

　車いすまたはストレッチャー対応型の車で、高

齢者などの自宅と医療機関などの間を送迎します。

　基本料金 300 円に、走行距離 1㎞当たり 30 円

を加算した額となります。

介護タクシー利用給付事業

　日常的に車いすやストレッチャー

を使用しなければ移動が困難な人で、

救急車を利用する状況にない人

　病院の受診や、福祉施設への入退所で町指定の

介護タクシーを利用した場合、料金の 75％を助成

します。（上限 2万円）

　介護タクシー料金の 25％が本人負担となります。

生きがい活動支援通所事業

　おおむね 65 歳以上で、日常生活

が自立している人

　健康増進・介護予防のための趣味活動・介護予

防事業を行います。

　実施場所は、香住高齢者ふれあい交流館、小代

高齢者生活支援センター「いこいの里」などです。

1回あたりの参加費は次のとおりです。

・香住区…600 円

・村岡区…900 円

　（ただし、実施場所がハチ北温泉の場合は、1,200 円）

・小代区…900 円

緊急通報システム事業

　おおむね 65 歳以上のひとり暮ら

し、高齢者夫婦世帯、身体障害者な

どで緊急時に対応が困難な人

　自宅に消防署直通の緊急通報装置を設置します。

人生 80 年いきいき住宅助成事業

　介護保険認定で「要支援」、「要介護」

と認定された人や身体障害者手帳所

持者など

　住まいの改良相談員が緊急性などを判断し、一

定の条件内で、既存住宅の改造工事に要する経費

の一部について、補助金を交付します。

　補助対象限度額は 45 万円で、介護保険の住宅

改修費などの 20万円分を含みます。

　所得により利用者負担があります。

高齢者日常生活用具給付事業

　おおむね 65 歳以上のひとり暮ら

しや寝たきり高齢者（住民税非課税

世帯）

　火災警報器の設置にかかる費用を町が負担しま

す。（限度額は 1万円）

介護用品支給事業

　介護保険認定で「要介護 4または

5」と認定された高齢者を在宅で介

護している家族（住民税非課税世帯）

　年額 10 万円以内の介護用品（紙おむつなど）

を支給します。

　支給限度額は、申請月により異なります。

在宅老人介護手当支給事業

　介護保険認定で「要介護 4または

5」と認定された高齢者を在宅で介

護している家族（介護サービス未利

用月のみ・所得制限あり）

　年額 18万円の介護手当を支給します。

　なお、介護保険サービスの未利用期間が 1年未

満の場合は、月額 1万 5千円を支給します。

　高齢者などが安心し自立した生活を

送ることができるよう、次のような事

業で支援しています。

　なお、各種事業をご利用になる場

合、事前に申請が必要な場合がありま

す。詳しくはお問い合わせください。
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

１　保険料率

2　保険料の計算方法 3　所得の低い人の保険料軽減措置

　保険料率とは、保険料を算出する基準で、

すべての被保険者が均等に負担する「均等割

額」と、被保険者の所得に応じて負担する「所

得割率」からなり、2年ごとに決定されます。

　今回（平成 24・25 年度分）の保険料率は

右表のとおりです。前回（平成 22・23 年度

分）に比較して、均等割額で 2,079 円、所

得割率で 0.91%、それぞれ増えています。

　年間保険料は、均等割額と所得割額の合

計となります。

　なお、今回から保険料（年間）の上限額

が 50万円から 55万円に変更となります。

※ 総所得金額等とは、前年収入から公的年金等
控除額や給与所得控除額などを差し引いた額
で、所得控除（社会保険料控除、扶養控除など）
は含みません。

　同一世帯内の被保険者および世帯主の所得が確

認できている場合は手続きの必要はありませんが、

未申告などで所得の確認ができない場合は簡易申

告などが必要になります。

　なお、65 歳以上の公的年金受給者は、総所得

金額等から年金所得の範囲内で最大 15万円を控

除し、軽減判定されます。

①均等割額

②所得割額
　総所得金額等から 33 万円を引いた額が 58 万

円（年金収入のみの場合は 211 万円）以下の人は、

所得割額が 5割軽減されます。

　後期高齢者医療制度に加入する前日に、

被用者保険（会社の健康保険、船員保険、

共済組合保険）の被扶養者だった人が対

象となり、均等割額は 9割軽減に、また、

所得割額は全額免除されます。

　後期高齢者医療制度では、被保険者

一人ひとりの所得に応じた保険料をご

負担いただいています。

　今回、平成 24・25 年度の保険料率

などが次のとおり決定しました。

　なお、個別の保険料額は、7月上旬

にお届けする「保険料額決定通知書」

でお知らせします。

平成 24・25 年度の
　　　保険料率が決定しました

後期高齢者医療制度

●問い合わせ先　役場健康課・各地域局

　　　　　　　　県後期高齢者医療広域連合事務局　℡ 078・326・2021

平成 22・23 年度分
①

平成 24・25 年度分
②

比較
（②－①）

均等割額 43,924 円 46,003 円 2,079 円

所得割率 8.23% 9.14% 0.91%

● 前回（平成 22・23 年度分）と今回（平成 24・25

年度分）の保険料一覧

均等割額

（46,003円）

所得割額

（※総所得金額等－ 33 万円）× 9.14％

＋

年間保険料
（最高 55 万円）

被保険者・世帯主の合計所得金額等が次の
金額以下の場合

軽減割合
（カッコ内は軽減後
の年間均等割額）

基礎控除額（33万円）かつ被保険者全員の
各所得が０円
（年金所得は控除額を 80万円として計算）

9割
（4,600 円）

基礎控除額（33万円）
8.5 割

（6,900 円）

基礎控除額（33 万円）＋ 24.5 万円×被保
険者数（被保険者である世帯主を除く）

5割
（23,001 円）

基礎控除額（33 万円）＋ 35 万円×被保険
者数

2割
（36,802 円）

均等割額の軽減措置一覧

4　被用者保険の被扶養者

であった人の保険料軽減措置
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小学 3年生までの
医療費が無料になります

乳幼児等医療助成制度

●問い合わせ先　役場健康課・各地域局

●問い合わせ先　役場健康課、各地域局

　

現
在
、
本
町
の
乳
幼
児
等
医
療
助
成
制
度

で
は
、
５
歳
の
誕
生
月
の
末
日
ま
で
の
子
ど

も
が
入
院
・
通
院
し
た
場
合
、
医
療
機
関
で

の
窓
口
負
担
額
を
無
料
と
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
７
月
１
日
か
ら
、
こ
の
範
囲
を
小
学
３

年
生
（
９
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
最
初
の
３

月
31
日
）
ま
で
拡
充
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
乳
幼
児
等
医
療
助
成
制
度

の
助
成
対
象
者
全
員
の
窓
口
負
担
額
が
入
院

・
通
院
と
も
無
料
と
な
り
ま
す
。

受
給
者
証
の
送
付

　

助
成
の
対
象
と
な
る
子
ど
も
を
持
つ
保
護

者
に
対
し
て
、
６
月
下
旬
に
「
乳
幼
児
等
医

療
受
給
者
証
」
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
７
月

以
降
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
は
窓
口
で

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
制
限
判
定
方
法
の
変
更

　

今
年
７
月
１
日
か
ら
、
乳
幼
児
等
（
こ
ど

も
）
医
療
の
所
得
制
限
を
判
定
す
る
際
の
基

準
と
な
る
町
民
税
所
得
割
税
額
の
対
象
を

『
父
（
ま
た
は
母
）』
か
ら
『
※

父
母
の
合
計
』

に
変
更
し
ま
す
（
下
記
参
照
）。

※ 

父
母
が
無
収
入
の
場
合
は
祖
父
母
な
ど
の
扶

養
義
務
者
で
判
定
し
ま
す
。

◇ 

小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
入

院
医
療
費
の
助
成
額
も
拡
充

　

現
在
、
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま

で
の
子
ど
も
が
入
院
し
た
場
合
、
役
場
に
申

請
す
る
こ
と
で
入
院
医
療
費
の
窓
口
負
担
額

の
３
分
の
１
を
助
成
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

７
月
１
日
か
ら
そ
の
全
額
を
助
成
し
ま
す
。

今年 7月以降はこうなります！

福祉医療の所得制限判定方法

　今年 7月 1日から、福祉医療（乳幼児等医療、こ

ども医療、重度障害者医療、高齢重度障害者医療）

の所得制限は、町民税所得割税額の『※世帯合計額』

によって判定します。

　現在、世帯のうち町民税所得割税額最上位の人の

税額が 23万 5千円未満である場合に助成の対象と

しています（例 1）。しかし、税額の合計額が多い

世帯が認定され（例 2）、合計額が少ない世帯が認

定されない（例 3）などの問題があります。

　通常、生計は世帯単位で営まれることを踏まえ、

より公平な所得制限判定でこの問題を解消するため

に判定方法を変更します。

　これにより、今までは助成対象であった人でも、

7月以降は助成対象外となる場合がありますので、

ご理解いただきますようお願いします。

※ 扶養控除の一部廃止（平成 22 年度税制

改正）により、今年度分以降の町民税所

得割税額が増える世帯があります。しか

し、福祉医療の所得制限判定は国の自立

支援医療制度に従うので、この影響を受

けることはありません。

町民税所
得割税額

現在の
判定

変更後
の判定

例
１

父 23万円

○ ○母 0円

合計 23万円

例
２

父 23万円

○ ×母 20万円

合計 43万円

例
３

父 25万円

× ×母 0円

合計 25万円

●今回の変更による判定の例

（乳幼児等（こども）医療の場合）

　子育て中の保護者の経済負担を軽減し、子育て

のしやすいまちを目指そうと、今年７月から乳幼

児医療助成制度の無料化の範囲を拡充します。

※世帯合計額とは…
　・ 乳幼児等（こども）医療の場合は「父母の合計」
　・ （高齢）重度障害者医療の場合は「本人とその配偶者および扶養義務者の合計」
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

但馬地域小児救急医療電話相談
5月 1日スタート

●問い合わせ先　役場健康課

美方郡医師会が担当します
但馬地域産業保健センターの無料相談

●問い合わせ先　役場健康課

町立診療所の診療体制
４月以降

●問い合わせ先　役場健康課、各診療所

　町立診療所の診療体制は、4月 1日から次の表

のとおりとなっています。ご確認いただきお間違

えのないようお願いします。

診療所名 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

佐津診療所（℡ 38・0459）

午前 診療 診療 診療 診療
休診

午後 往診など 往診など 往診など 休診

兎塚診療所（℡ 96・0012）

午前
休診 休診

休診
休診 休診

午後 診療

川会診療所（℡ 95・0024）

午前
休診 休診 休診

休診
休診

午後 診療

原診療所※ 1

午前
休診 休診 休診 休診 休診

午後

兎塚歯科診療所（℡ 96・0846）

午前
診療 休診 診療 休診 診療

午後

川会歯科診療所（℡ 95・0223）

午前
休診 診療 休診 診療 休診

午後

小代診療所（医科）（℡ 97・2023）

午前
休診

診療
※ 2

休診 休診
休診

午後 診療

小代診療所（歯科）※ 3（℡ 97・2396）

午前
診療 診療 診療 診療 診療

午後

町立診療所の診療体制

（市外局番はいずれも 0796）

※ 1 原診療所は現在休診中のため電話番号を記載し
ていません。

※ 2 小代診療所（医科）の火曜日は、11:00 ～ 15:00
までの診療です（今年 9月以降は変更の予定）。

※ 3 小代診療所（歯科）は、第 1、第 3、第 5 土曜
日の午前は診療を行います。

【主な変更点など】

・ 兎塚・川会診療所は、午後の診療となります。

・ 原診療所は、引き続き休診となります。

・ 佐津診療所、兎塚・川会歯科診療所、小代診療

所は、現在と同じ診療体制です。

　夜間、子どもが急な発熱やケガをした場合

に保護者の不安を解消できるよう、5月 1日

から県や但馬内の市町が協力して『但馬地域

小児救急医療電話相談』を始めます。

　この電話相談では、看護師が受診の必要性

や応急措置をアドバイスするとともに、症状

に応じた医療機関をご紹介します。

●対象…小児科

●相談時間…毎日 19:00 ～ 22:00

●費用…相談料は無料（通話料は利用者負担）

※ 電話がつながらない場合は、少し時間をおいてかけ直し
てください。
※ この電話相談はアドバイスを行うもので、診断や治療を
行うものではありません。また、育児・健康相談などに
は応じられません。
※ 相談内容の確認のため、通話を録音する場合があります。
※ 現在の『小児救急医療電話相談（＃ 8000）』も引き続きご
利用ください。

℡ 0796・22・9988
◆但馬地域小児救急医療電話相談◆

　但馬地域産業保健センターでは、産業

医の選任義務のない小規模事業所（従業

員数が 50 人未満）の事業主とその従業

員を対象に、健康管理の指導・援助を無

料で行っています。

　「健康診断の結果の見方が分からない」、

「従業員の生活習慣病の予防や健康管理

をどうすれば」などの疑問に医師が応じるほか、訪問指導を

希望する事業所を医師が訪問し、健康診断の結果に基づき健

康管理指導などを行います。

とき

毎月第 3水曜日の 13:30 ～ 15:00

（今年 8月と来年３月は第４水曜日。また、来年 1月と２月は休止）

ところ

サンシーホール浜坂（新温泉町浜坂 1903-1）

予約先

浜辺医院　℡ 0796・82・1224
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育
児
・
介
護
休
業
法
が
全
面
施
行

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
観
光
商
工
課

　
　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
労
働
局
雇
用
均
等
室　

℡
０
７
８
・
３
６
７
・
０
８
２
０

従
業
員
数
が
１
０
０
人
以
下
の
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

　

男
女
と
も
に
子
育
て
や
介
護
を
し
な
が
ら

働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
改
正
さ

れ
た
「
育
児
・
介
護
休
業
法
」（
平
成
22
年

６
月
30
日
施
行
）。

　

こ
れ
ま
で
は
、
従
業
員
１
０
０
人
以
下
の

事
業
主
に
対
し
て
同
法
の
一
部
が
適
用
猶
予

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
７
月
１
日
か
ら

全
面
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
全
面
施
行
に
向
け
て
、
同
法
に
沿
っ

た
就
業
規
則
の
整
備
な
ど
、
早
め
の
準
備
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.m
hlw
.g
o.jp/

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

全
面
施
行
さ
れ
る
制
度
の
概
要

介
護
休
暇
制
度
の
新
設

平
成
24
年
度

国
民
年
金
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課
・
各
地
域
局

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡
年
金
事
務
所　

℡
０
７
９
６
・
22
・
０
９
４
８

　

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
負
担
し
て
い
る
国

民
年
金
保
険
料
は
毎
年
度
改
定
さ
れ
ま
す
が
、

平
成
24
年
度
は
前
年
度
よ
り
40
円
引
き
下
げ

ら
れ
、
月
額
１
万
４
９
８
０
円
と
な
り
ま
す
。

有
利
な
前
納
割
引
制
度

　

保
険
料
は
１
年
度
分
や
６
ヵ
月
分
な
ど
、

ま
と
め
て
前
納
（
前
払
い
で
納
付
）
す
る
と

割
引
が
あ
り
お
得
で
す
。

　

左
表
の
前
納
用
納
付
書
は
、
４
月
上
旬
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例

　

前
年
度
に
学
生
納
付
特
例
を
承
認
さ
れ
た

人
の
特
例
期
間
は
、
今
年
３
月
ま
で
で
す
。

　

引
き
続
き
希
望
す
る
場
合
は
、
早
め
に
申

請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
の
申
請
方
法

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請

書
が
郵
送
さ
れ
た
人
は
、
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
の
人
は
、
印
鑑
・
学
生
証
ま
た

は
在
学
証
明
書
を
持
参
の
う
え
、
役
場
町
民

課
ま
た
は
各
地
域
局
で
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

前納の方法 前納期限 割引額 納付額

 １年度分
（4月～平成 25年 3月）

5月 1日 3,770 円 175,990 円

 上半期分
（4月～ 9月）

5月 1日 1,020 円 88,860 円

 下半期分
（10月～平成 25年 3月）

10月 31 日 1,020 円 88,860 円

※ 上記以外の希望月から平成 25 年 3 月分までの前納を希望する場合は、
豊岡年金事務所へお問い合わせください。

前納による割引額

◆
短
時
間
勤
務
制
度

　

 　

事
業
主
は
、
３
歳
未
満
の
子
ど
も
を

養
育
す
る
労
働
者
の
所
定
労
働
時
間
を

１
日
６
時
間
（
５
時
間
45
分
〜
６
時
間

ま
で
）
と
す
る
「
短
時
間
勤
務
制
度
」

の
設
立
が
義
務
に
な
り
ま
す
。

◆
所
定
外
労
働
（
残
業
）
の
免
除

　

 　

事
業
主
は
、
３
歳
未
満
の
子
ど
も
を

養
育
す
る
労
働
者
か
ら
申
し
出
が
あ
っ

た
場
合
、
所
定
労
働
時
間
を
超
え
て
労

働
さ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

事
業
主
は
、
労
働
者
か
ら
申
し
出
が

あ
っ
た
場
合
、
要
介
護
状
態
の
対
象
家
族

が
１
人
な
ら
年
５
日
、
２
人
以
上
な
ら
年

10
日
、
介
護
休
暇
を
取
得
さ
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

※ 

介
護
、
通
院
な
ど
の
付
き
添
い
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手

続
き
の
代
行
な
ど
、
対
象
と
な
る
家
族
に

必
要
な
世
話
を
行
う
場
合
に
限
り
ま
す
。

子
育
て
期
間
中
の
制
度
の
義
務
化

　7月 9日の在留管理制度の改正に伴

い、３ヵ月以上日本に滞在する外国人

住民にも日本人と同様に住民票が作成

されます。

外国人登録制度が
変わります！

今年7月 9日から

●問い合わせ先　役場町民課、各地域局

　該当する外国人住民には、5月 7日以

降に確認用の「仮住民票」を役場から送

付します。また、この改正に併せて「外

国人登録証明書」が廃止され「特別永住

者証明書」（特別永住者が対象）または「在

留カード」（３ヵ月以上日本に滞在する

外国人住民が対象）が交付されます。

　この証明書とカードは、次回の在留期

間延長などの手続きの際に更新されます。

【在留カード】

　本人が 7月 9日以降に入国管理局で手

続きを行う必要があります。

※ 役場での手続きは不要。ただし、転出

や転入などにより記載内容に変更が生

じた場合、役場に届け出が必要です。

【特別永住者証明書】

　今までどおり役場で交付されます。

◆ 上記のほかにも多くの変更点がありま

す。詳しくは総務省ホームページ（http://

www.soumu.go.jp/）をご覧ください。
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

資金名
資金
使途

限度額 年利 融資期間

短期資金 運転 1,000 万円 1.5％ 1 年以内

長期資金
運転 500 万円 1.8％ 5 年以内

設備 1,000 万円 2.0％ 10 年以内

※短期と長期の併用はできません。
※ 長期の運転、設備の併用はできますが、上限は 1,000 万円
となります。

※ 異なる金融機関から融資を受ける場合は、限度額の超過
にご注意ください。

※ 融資および返済方法は取扱金融機関の定める方法により
ます。

●融資内容

中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
制
度

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
観
光
商
工
課
・
各
地
域
局

　
　
　
　
　
　
　
　

香
美
町
商
工
会
本
所　

℡
０
７
９
６
・
36
・
０
１
２
３

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

融
資
の
対
象

　

町
内
に
６
ヵ
月
以
上
事
業
所
が
あ
り
、
申

請
時
に
町
の
徴
収
金
（
税
金
な
ど
）
の
滞
納

が
な
い
中
小
企
業
事
業
者

申
込
方
法

　

金
融
機
関
、
ま
た
は
香
美
町
商
工
会
本
所
、

各
支
所
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
取
扱
金
融
機
関
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

取
扱
金
融
機
関

　

但
馬
銀
行
、
但
馬
信
用
金
庫
、
み
な
と
銀

行
、
兵
庫
県
信
漁
連
、
た
じ
ま
農
協
の
町
内

各
支
店

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
支
援
し
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先　

役
場
観
光
商
工
課
・
各
地
域
局

住
宅
環
境
の
向
上
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
…

　

町
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
住
宅
環
境
の

向
上
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」
を

実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
町
内
の
施
工
業
者
を
利
用

し
て
町
民
の
皆
さ
ん
が
自
分
の
住
宅
を
リ

フ
ォ
ー
ム
し
た
場
合
に
、
そ
の
経
費
の
一
部

を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
リ
フ
ォ
ー
ム
を
お
考
え
の
人
は
、

ぜ
ひ
こ
の
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

助
成
要
件

　

こ
れ
か
ら
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
お
う
と
す
る

人
が
助
成
を
希
望
す
る
場
合
、
次
の
要
件
を

す
べ
て
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

・ 

町
内
に
在
住
、
住
所
を
有
す
る
こ
と

・ 

助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
リ
フ
ォ
ー
ム
が
、

町
の
ほ
か
の
助
成
を
受
け
な
い
こ
と

・ 
町
の
徴
収
金
（
税
金
な
ど
）
に
滞
納
が
な

い
こ
と

工　事　内　容

屋根、外壁、内壁、床、天井、柱、はり、窓、扉、階段などの工事

建築物に設ける電気、ガス、給配（排）水管の工事

台所、浴室、便所などの改良工事

断熱化工事

屋根、壁、天井、床の断熱材、遮熱材などの工事

窓に断熱効果のあるガラスやサッシを設置する工事

バリアフリー化工事

段差の解消や車椅子の利用に対応するための工事

手すり、移動用エレベータ、階段昇降機の工事

アスベスト除去工事

防水、防風、防火（火災報知システム設置を含む）、耐火の工事

地球温暖化に配慮した設備の設置工事

※ 電化製品などの取り付けの場合は、工事費のみを対象とします。
※ 次のものは対象とはなりません。
　①土地購入費
　②住宅以外の倉庫、車庫、物置などの設置、増築および補修
　③シロアリなどの害虫駆除
　④住宅の新築や取り壊しのみの工事
　⑤室内カーテンの取替え、取付け
　⑥造園、門扉、ブロック塀などの外構工事
　⑦電話やインターネットなどの配線工事
　⑧電化製品などの購入費

助成の対象となる住宅リフォーム工事一覧

助
成
の
対
象
と
な
る
住
宅

・ 

持
ち
家
で
あ
り
、
現
に
居
住
し
て
い
る
町

内
の
住
宅

・ 

集
合
住
宅
の
場
合
は
、
専
有
部
分
の
み

・ 

店
舗
、
事
務
所
な
ど
と
の
併
用
住
宅
は
、

住
宅
部
分
の
み

助
成
対
象
と
な
る
工
事
な
ど

・ 

町
内
の
業
者
（
下
請
け
を
含
む
）
が
施
工

す
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

・ 

20
万
円
（
消
費
税
込
み
）
以
上
の
助
成
対

象
工
事
に
要
す
る
経
費
の
10
％
を
助
成（
上

限
10
万
円
）



広報 ふるさと香美 2012.4 － 14

まちからのおしらせまちからのおしらせま ち の で き ご とま ち の で き ご と ま ち の う ご きま ち の う ご き

香美町農作業受委託標準賃金
平成24年度

●問い合わせ先　町農業委員会事務局（役場農林水産課内）

　この料金は、あくまでも平成

24 年度の標準です。

　実際の賃金は、当事者双方で

協議のうえ、決定してください。

作業種目 単位 種別
標準料金

備考
整備田 30a 区画 未整備田

農作業 1日当たり 8時間 － 8,000 技術作業は別料金

ディスクローター 10a 当たり － 7,000 6,000 7,000

耕
こう

耘
うん

10a 当たり
1回目 7,000 6,500 8,000

2 回目 5,000 5,000 6,000

代かき 10a 当たり
1回耕

こううん

耘後 11,000 10,000 11,000
荒かき・代かきを同時にする場合

2回耕
こううん

耘後 8,500 8,000 8,500

荒かき 10a 当たり － 6,000 6,000 6,500

荒かき後の代かき 10a 当たり － 7,500 7,500 8,000

機械田植え 10a 当たり － 9,000

刈取
（バインダー）

10a 当たり － 9,000
倒伏の場合は 3～ 5割増。すみ刈りは含まない。
結束ひもは受託者負担

刈取
（コンバイン）

10a 当たり － 22,200 21,200 22,200
倒伏の場合は 3～ 5割増。すみ刈りは含まない。
籾の運搬料は 10a 当たり 3,000 円（距離により増減）

脱穀
（ハーベスター）

1日当たり 8時間 － 15,000

機械畦ぬり 1ｍ当たり － 100

畦切り
（片バイド）

1ｍ当たり － 70

乾燥 10a 当たり － 12,200 運搬などは委託者負担（10a 未満も同額）

籾
もみ

摺
す

り 30㎏当たり － 520 運搬などは委託者負担

農薬散布 10a 当たり － 2,000 農薬代は含まない

堆
た い ひ

肥の散布 10a 当たり － 3,000 堆
たいひ

肥または土壌改良剤の散布

畑耕
こう

耘
うん

10a 当たり － 7,700

（単位：円（消費税込））

体育館出入口の変更
香住小学校改築工事

●問い合わせ先　町教育委員会教育総務課

　現在建設中の新校舎と体育館をつなぐ渡り廊下の工事を

行うため、4 月 19 日（木）から体育館の玄関周辺に仮囲い

を設置します。これにより、新校舎完成（おおむね８月いっ

ぱい）までの間、体育館の玄関からの出入りができなくな

ります。

　夜間、休日などに体育館を利用する場合は、放課後児童

クラブ（スマイルかすみ）の玄関から出入りしていただき

ますようお願いします。

　なお、放課後児童クラブの玄関のカギは香住文化会館で

受け取りと返却をお願いします。（夜間の場合は香住文化会

館のボックスへ返却してください。）

　ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

※ 放課後児童クラブの玄関から出入りする際には、校舎内

に立ち入らないようお願いします。

変更後の体育館出入口までの順路図
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

 ◇平成 24年度 香美町青少年育成対策指針◇

　2月 20 日、香美町青少年問題協議会が開催され、

５つの実践項目を挙げた今年の香美町青少年育成対策

指針が決定されました。

　今後、この指針を基に、各学校、ＰＴＡ、団体、関

係機関、自治組織などと協力し、青少年の健全育成活

動を推進します。（ここでは「５つの実践項目」のうち、

特に地域ぐるみで取り組んでいただく内容を掲載して

います）

香美町青少年育成対策指針
平成24年度

●問い合わせ先　町教育委員会

地域ぐるみで
健やかな子どもを育てる
よい環境をつくりあげよう

健やかな育成を阻害するおそれのある行為から

青少年を保護するために～ ～

① 地域ぐるみであいさつや社会生活上のルール

を身につけさせよう。

② 健やかな育成を阻害するおそれのある図書な

どを置かないようにしよう。また、これらの

自動販売機を置かないようにしよう。

③ 深夜外出、喫煙、飲酒、無免許運転などの行

動を未然に防止しよう。

④ 薬物乱用の恐ろしさについて学び、その害か

ら守ろう。

⑤ 地域ぐるみの見守り活動を実践し、不審者か

ら守ろう。

⑥ いじめや暴力行為から守ろう。

⑦ インターネットの適切な利用について積極的

に学び、有害情報への対応の強化を図ろう。

※  ④と⑦を本年度

の重点取り組み

項目とします。

　広報「ふるさと香美」第 84 号 ( 平成 24 年 3 月号 )

の記事に、以下のとおり誤りがありました。

　関係者の皆様には大変ご迷惑をおかけいたしました

ことをお詫びして、訂正いたします。

・ 14 ページの「第 7回香美町民スキー大会」の記事の

うち、西井友里奈さんと西井友基さんの行政区が「村

岡区和池」とありますが、正しくは「村岡区池ヶ平」

でした。

◆お詫びと訂正◆

　賢い消費者になりましょう！

消 生 活費 相談

＜消費生活相談窓口＞
●役場消費生活相談窓口

　（役場町民課内）

　℡ 0796・36・1941（直通）

●たじま消費者ホットライン

　℡ 0796・23・1999

※相談無料で秘密は厳守 !!

～ 裁判所からの通知 !? ～

【事例】

　「以前、訪問販売であなたと契約した寝具

販売業者が、裁判所に対して未払代金の支払

訴訟を起こした」という内容のハガキが届い

き「このまま連絡せずに放置すると、裁判へ

の出廷や給料・財産の差し押さえのおそれが

ある」と書いてあった。

　全く身に覚えがない場合は早急に連絡する

ようにと書いてあるが、連絡するべきか。

【ひとことアドバイス】

◇ いわゆる「架空請求」の相談がいまだに

寄せられています。

◇ あなたが過去に利用した業者に対して代

金の未払いがあるとして「訴訟を起こし

た」、「給料・財産を差し押さえる」など

の言葉を並べ、不安を感じさせる手口で

す。

◇ 「早急に連絡を」などと書かれていても

絶対に連絡しないでください。

　 過去には「訴訟取り下げのために必要」

と数十万円を請求されたケースも！

◇ 記載内容に不明な点があったり、不安を

感じたりした場合は、消費生活相談窓口

にご相談ください。
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文 

芸 

か 

み

小
代
俳
句
教
室

待
合
室
ま
た
一
人
き
て
雪
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上 

美
千
代

触
れ
て
み
る
棘
の
さ
び
し
さ
冬
の
薔
薇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上 
捷
子

白
兎
雪
の
峠
に
見
失
な
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中 

富
美
代

夏
ま
で
も
あ
り
そ
う
な
雪 

家
の
裏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
庭 

正
江

立
ち
上
が
る
仔
牛
を
包
む
春
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田 

ま
ち
子

雪
を
脱
ぎ
し
山
墓
に
点
く
一
番
星

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
者

選
者　

尾
崎 

龍
し
げ
み

※ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
香
美
町
文
化
協
会
所
属
の
各

団
体
の
俳
句
・
短
歌
を
毎
月
掲
載
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
役
場
の
業
務
体
制
な
ど

組
織
な
ど

　

行
政
課
題
を
迅
速
か
つ
集
中
的
に
取

り
組
む
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
、

次
の
よ
う
に
組
織
を
改
編
し
ま
す
。

① 

部
制
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
各
地
域

局
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
課
と
し
ま
す
。

② 

消
防･

防
災
を
担
当
す
る
「
防
災
安
全

室
」（
町
民
課
消
防
係
か
ら
変
更
）
を

総
務
課
（
本
庁
舎
２
階
）
に
新
設
し
ま
す
。

③ 

福
祉
課
介
護
保
険
係
を
、
香
住
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
本
庁
舎
１
階
に
移
動

し
ま
す
。

④ 

農
林
水
産
課
（
農
林
、
畜
産
、
水
産
の

３
係
）
を
、
本
庁
舎
１
階
か
ら
２
階
へ

移
動
し
ま
す
。

⑤ 

福
祉
課
の
子
育
て
関
係
業
務
を
、
町
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
を
再
編
し
た

「
こ
ど
も
教
育
課
」（
村
岡
地
域
局
２
階
）

に
移
し
、
就
学
前
か
ら
中
学
校
ま
で
の

一
貫
し
た
教
育
体
制
を
と
り
ま
す
。

⑥ 

町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
に
「
教
育

企
画
研
修
室
」
を
新
設
し
ま
す
。

⑦ 

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
と
各
分
室

を
統
合
し
「
生
涯
学
習
課
」（
村
岡
地

域
局
２
階
）
を
新
設
し
ま
す
。

　

※ 

香
住
区
・
村
岡
区
の
中
央
公
民
館
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
事
務
を
行
い
ま
す
。

　

※ 

小
代
区
中
央
公
民
館
は
「
小
代
地
区

公
民
館
」
に
名
称
を
変
更
し
ま
す
。

　

※ 

小
代
区
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
継
続
し
ま
す
。

　

組
織
の
改
編
に
伴
い
、
保
育
所
、
認
定

こ
ど
も
園
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
入
所

申
し
込
み
や
保
育
料
の
支
払
い
な
ど
の
窓

口
を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

①
保
育
所
（
認
定
こ
ど
も
園
）

　

・
香
住
区
は
今
ま
で
ど
お
り
本
庁
福
祉
課

　

・
村
岡
区
は
町
教
育
委
員
会
こ
ど
も
教
育
課

　

・
小
代
区
は
小
代
地
域
局

②
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

・
香
住
区
は
香
住
区
中
央
公
民
館

　

・
村
岡
区
は
町
教
育
委
員
会
こ
ど
も
教
育
課

受
付
窓
口
の
変
更
な
ど

異
動
な
ど

（
カ
ッ
コ
内
旧
職
、
順
不
同
）

　

４
月
１
日
付
の
異
動
者
は
１
４
４
人
、

３
月
31
日
付
の
退
職
は
８
人
（
一
般
行

政
職
な
ど
７
人
、
公
立
香
住
病
院
１
人
）、

４
月
１
日
付
の
任
命
は
１
人
、
同
日
付
の

採
用
は
４
人
（
一
般
行
政
職
３
人
、
公
立

香
住
病
院
１
人
）
で
、
公
立
香
住
病
院
の

医
療
職
な
ど
を
除
い
た
一
般
行
政
職
な
ど

の
関
係
職
員
は
、
昨
年
当
初
に
比
べ
５
人

減
り
（
合
併
前
と
比
べ
78
人
減
）、
２
５

６
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

課
長
級
の
異
動
な
ど
は
次
の
と
お
り
。

①
４
月
１
日
付
異
動
（
課
長
級
以
上
）

企
画
課
長
（
企
画
課
副
課
長
兼
地
域
振
興
係

長
）
吉
岡
哲
男
▽
町
民
課
長
（
総
務
部
長
兼

企
画
課
長
）
本
庄
正
人
▽
健
康
課
長
（
健
康

福
祉
部
長
兼
健
康
課
長
）
岡
本
秀
喜
▽
観
光
商

工
課
長
（
産
業
部
長
兼
観
光
商
工
課
長
）
松
井

栄
介
▽
建
設
課
長
（
建
設
部
長
兼
建
設
課
長
）

今
井
雄
治
▽
村
岡
地
域
局
長
（
村
岡
地
域
局
農

林
建
設
課
長
）
伊
澤
宏
昭
▽
村
岡
地
域
局
次
長

（
村
岡
地
域
局
健
康
福
祉
課
長
）
太
田
康
清
▽

小
代
地
域
局
長
（
小
代
地
域
局
長
兼
地
域
振

興
課
課
長
兼
健
康
福
祉
課
長
）
中
村 

修
▽
小

代
地
域
局
次
長
（
教
育
委
員
会
小
代
分
室
長
）

藤
村
吉
孝
▽
教
育
総
務
課
長
（
教
育
次
長
兼
教

育
総
務
課
長
）
黒
田
祐
弘
▽
こ
ど
も
教
育
課

長
兼
指
導
係
主
幹
（
学
校
教
育
課
長
）
山
西

周
二
▽
生
涯
学
習
課
長
兼
公
民
館
係
主
幹
（
社

会
教
育
課
長
兼
社
会
教
育
係
長
）
西
村
吉
弘
▽

議
会
事
務
局
長
（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

岡
田
英
俊
▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
（
病

院
事
務
局
次
長
）
濱
田
光
男
▽
上
下
水
道
課

参
事
兼
矢
田
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
（
町

民
課
長
）
島
田 

斉
▽
村
岡
地
域
局
参
事
【
地

域
総
務
担
当
】（
学
校
教
育
課
参
事
兼
村
岡
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
田
渕
洋
一
▽
教
育

総
務
課
参
事
兼
教
育
企
画
研
修
室
長
（
教
育

総
務
課
副
課
長
兼
総
務
係
長
）
田
輪 

実
▽
教

育
総
務
課
参
事
兼
香
住
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
（
学
校
教
育
課
参
事
兼
香
住
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
所
長
）
清
水
美
宏
▽
こ
ど
も
教
育

課
参
事
【
就
学
前
担
当
】（
教
育
委
員
会
香
住

分
室
長
）
水
間
浩
二

②
３
月
31
日
付
退
職

田
中 

勲
（
村
岡
地
域
局
長
兼
地
域
振
興
課
長
）

▽
谷
岡
喜
代
司
（
公
立
香
住
病
院
事
務
局
長
）

▽
中
島
俊
行
（
議
会
事
務
局
長
）
▽
浜
名 

博
（
小

代
地
域
局
農
林
建
設
課
長
）
▽
石
井
朱
美
（
福

祉
課
副
課
長
）
▽
橋
本
富
雄
（
福
祉
課
職
員
）

▽
岸 

貞
子
（
福
祉
課
職
員
）
▽
竹
内
和
代
（
公

立
香
住
病
院
看
護
師
）

③
４
月
１
日
付
任
命

香
美
町
病
院
事
業
管
理
者 

谷
岡
喜
代
司

④
４
月
１
日
付
採
用

企
画
課 

石
井
南
美
▽
健
康
課 

駒
居
大
輔
▽
健

康
課 

米
田 

都
▽
公
立
香
住
病
院 

田
村
広
海
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求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 24年 3月 20 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　

　　　℡ 0796・36・0137

　

３
・
11
か
ら
約
１
年
。
犠
牲

と
な
っ
た
多
く
の
方
々
と
そ
の

ご
遺
族
に
心
か
ら
お
悔
や
み
を

申
し
上
げ
ま
す
▼
私
に
と
っ
て

衝
撃
的
で
、
大
き
す
ぎ
る
出
来

事
で
し
た
。
何
が
起
き
た
の
か
、

そ
し
て
、
現
在
何
が
起
き
て
い

る
の
か
、
い
ま
だ
に
よ
く
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
る
で
心

に
穴
が
あ
い
た
よ
う
に
…
▼
穴

を
埋
め
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
よ
く

耳
に
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
支
援
、
防
災
意
識
の
向
上
…
。

な
に
よ
り
、
そ
の
記
憶
を
風
化

さ
せ
な
い
こ
と
が
必
要
な
の
で

し
ょ
う
ね
。（
み
う
ら
）

ー
編
集
後
記
ー

こんにちは、赤ちゃん

※ このコーナーは、先月（2/20 ～ 3/20）の届出分の内、
承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

※ このコーナーは、先月（2/20 ～ 3/20）の届出分の内、
承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせま ち の で き ご と ま ち の う ご きま ち の う ご き

写真でつづる
まちのできごと

Photo News
寸
劇
を
通
し
て
、
消
費
生
活
問
題
を
学
ぼ
う
！

香
美
町
消
費
生
活
講
座
（
２
月
25
日
、
香
住
文
化
会
館
）

　

但
馬
で
は
１
７
１
６
件
、
町
内
で
も
１
１
２
件
が
報
告
さ
れ
て
い
る
悪
質
商

法
な
ど
に
よ
る
消
費
生
活
相
談
（
平
成
23
年
４
月
〜
平
成
24
年
２
月
末
の
件
数
、

但
馬
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー
調
査
）。
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
の
知
識
を
養
っ
て
も
ら
お
う
と
「
香
美
町
消
費
生
活
講
座
」
が
行
わ
れ
、
約

50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
県
知
事
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
町
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
る
「
く
ら
し
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
」
の
メ
ン
バ
ー
７
人
が
、
水
道
業
者
を
装

い
高
額
な
浄
水
器
を
購
入
さ
せ
る
手
口
を
、
紙
芝
居
を
使
っ
て
分
か
り
や
す
く

説
明
。「
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
役
場
の
消
費
生
活
相
談
員
に
気
軽
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
」
と
会
場
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
舞
台
に
は
劇
団
「
ア
ド
☆
コ
ン
座
」
が
登
場
。
こ
の
劇
団
は
、
近

畿
圏
内
の
消
費
生
活
専
門
相
談
員
な
ど
が
平
成
14
年
５
月
に
結
成
し
た
も
の
で
、

タ
イ
ム
リ
ー
な
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
と
そ
の
解
決
法
を
、
ア
ド
リ
ブ
を
交
え
た

コ
ン
ト
で
楽
し
く
、
分
か
り
や
す
く
啓
発
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
６
つ
の
寸
劇
を
通
し
て
、
悪
質
商
法
の
手
口
や
そ
の
対
応
法
を
披
露
。

こ
の
う
ち
霊
感
商
法
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
で
は
、
開
運
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
購

入
し
た
主
婦
が
主
人
公
。
こ
の
主
婦
が

「
こ
の
ま
ま
で
は
家
族
が
不
幸
に
な
る
」

と
高
額
な
印
鑑
や
祈
と
う
な
ど
を
訪
問

販
売
で
押
し
つ
け
ら
れ
る
様
子
を
、
相

談
員
が
扮
す
る
役
者
が
演
じ
ま
し
た
。

　

寸
劇
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
小
道
具

は
、
す
べ
て
相
談
員
が
自
作
し
た
も
の

で
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
身
ぶ
り
や
手

ぶ
り
、
ま
た
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が

ら
の
寸
劇
に
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
笑

い
が
。
相
談
員
は
「
訪
問
販
売
は
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
の
対
象
。
お
か
し
い
と

思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
」

と
会
場
に
訴
え
ま
し
た
。

効
率
的
な
森
林
整
備
を
目
指
し
て

美
方
郡
美
し
い
森
林
づ
く
り
推
進
協
定
を
締
結
（
３
月
10
日
、
村
岡
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　

効
率
的
で
低
コ
ス
ト
の
林
業
を
目
指
そ
う
と
、
北
但
西
部
森
林
組
合
（
伍
々
博

一
組
合
長
、
組
合
員
６
４
８
４
人
）
な
ど
６
団
体
が
「
美
方
郡
美
し
い
森
林
づ
く

り
推
進
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

美
方
郡
内
で
は
、
昭
和
30
年
代
を
中
心
に
植
林
さ
れ
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
の

人
工
林
が
約
２
３
０
０
０
ha
（
民
有
林
分
）
あ
り
、
そ
の
７
割
程
度
が
木
材
と
し

て
利
用
で
き
る
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
造
林
地
は
所
有
形
態
が

さ
ま
ざ
ま
で
、
区
域
も
入
り
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
伐
採
、
搬
出
な
ど
の
作
業

を
効
率
的
に
行
う
こ
と
が
難
し
い
状
態
で
す
。
作
業
道
を
開
設
す
る
と
し
て
も
迂

回
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も
あ
り
、
大
型
高
性
能
林
業
機
械
の
作
業
を
阻
む
ほ
か
、

木
材
価
格
が
低
迷
す
る
な
か
、
作
業
コ
ス
ト
の
増
大
に
よ
っ
て
森
林
を
放
置
す
る

要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
締
結
は
、
所
有
形
態
の
異
な
る
森
林
を
10
〜
１
０
０
ha
ほ
ど
の
協

同
施
業
団
地
に
ま
と
め
る
こ
と
で
、
効
率
的
で
持
続
可
能
な
森
林
施
業
を
行
う
こ

と
が
狙
い
。
こ
れ
に
よ
り
低
コ
ス
ト
の
搬
出
間
伐
や
路
網
整
備
が
で
き
、
森
林
の

持
つ
多
面
的
機
能
の
発
揮
や
林
業
経
営
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
協
定
は
但
馬
で
は
初
、
県
内
で
は

宍
粟
市
に
次
い
で
２
番
目
。
協
定
面
積
は

５
１
８
５
０
ha
、
期
間
は
５
年
で
す
。
協

定
を
締
結
し
た
の
は
、
香
美
町
、
新
温
泉

町
、
北
但
西
部
森
林
組
合
、
兵
庫
森
林
管

理
署
、
兵
庫
み
ど
り
公
社
、
神
戸
水
源
林

整
備
事
務
所
の
６
団
体
。
締
結
式
に
は
皆

川
芳よ

し
つ
ぐ嗣

林
野
庁
長
官
を
招
き
、
各
団
体
の

代
表
者
が
協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　

締
結
式
で
長
瀬
町
長
は
「
森
林
を
守
り

な
が
ら
ま
ち
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
大

切
。
こ
の
協
定
が
、
将
来
に
向
け
て
森
林

の
有
効
活
用
の
礎
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

▲美しい森林づくり目指して協定を締結した関係団体代表者の皆さん

▲楽しく、分かりやすく消費生活問題の解決法を演じるアド☆コン座
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心
に
復
興
の
灯
を
と
も
す
漂
流
船

漂
流
船
の
出
発
式
（
３
月
11
日
、
役
場
本
庁
舎
前
）

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
岩
手
県
大お

お
つ
ち槌

町
か
ら
流
さ
れ
、
昨
年
12
月
31
日
に
余
部
沖

を
漂
流
し
て
い
た
小
型
船
を
所
有
者
の
遺
族
に
お
返
し
し
よ
う
と
、
大
震
災
発
生
か
ら

１
年
の
節
目
と
な
る
３
月
11
日
、
搬
送
に
向
け
た
出
発
式
が
役
場
本
庁
舎
前
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

搬
送
は
町
内
の
建
設
会
社
３
社
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
い
、
遺
族
と
大
槌
町
へ
の
激

励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
、
翌
12
日
に
岩
手
県
で
帰
還
を
待
つ
遺
族
に
引
き
渡
し
ま

し
た
。

　

小
型
船
の
所
有
者
は
、
大
震
災
で
亡
く
な
っ
た
野
﨑
長ち

ょ
う
い
ち一
さ
ん
（
岩
手
県
大
槌
町
）。

今
回
、
引
き
取
り
を
申
し
出
た
野
﨑
貞さ

だ
は
る治

さ
ん
（
岩
手
県
釜
石
市
）
は
長
一
さ
ん
の
次

男
で
、自
身
も
大
震
災
で
被
災
し
、そ
の
影
響
で
勤
め
て
い
た
会
社
を
解
雇
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
渡
し
に
あ
た
り
「
も
う
す
ぐ
親
父
の
船
、
あ
な
た
の
船
が
遠
く
離
れ
た
兵
庫
県

か
ら
帰
っ
て
き
ま
す
。
も
し
あ
な
た
が
生
き
て
い
れ
ば
ど
ん
な
に
喜
び
、
楽
し
み
だ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
仏
前
に
報
告
し
た
野
﨑
さ
ん
。

　

「
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
な
く
、
た
だ
毎
日
を
生
き
て
い
た
自
分
に
と
っ
て
、
船
が
見

つ
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
も
う
す
ぐ
帰
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
今
後
の
人
生
に
生
き

る
希
望
を
も
ら
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
こ

の
震
災
を
見
つ
め
て
支
援
や
復
興
の
応
援
を

し
て
い
た
だ
け
る
方
々
が
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
な
に
よ
り
の
励
み
に
な
り
ま
す
。
街
並
み

も
生
活
の
場
と
し
て
徐
々
に
復
旧
し
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
の
が
実
情
で

す
。
こ
の
先
何
年
か
か
る
か
、
ど
う
な
っ
て
い

く
の
か
見
当
す
ら
つ
き
ま
せ
ん
が
、
必
ず
美
し

い
街
に
変
わ
っ
て
い
く
と
信
じ
て
い
ま
す
。
引

き
渡
し
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
皆
様
の
ご
厚
意
、

ご
支
援
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
出
発

式
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

だ
れ
か
の
た
め
に
「
ひ
と
肌
」
脱
ぎ
ま
せ
ん
か
？

香
美
町
障
害
者
地
域
自
立
支
援
協
議
会
の
報
告
会
と
講
演
会
（
３
月
５
日
、
香
住
文
化
会
館
）

　

障
害
を
持
つ
人
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
平
成
22
年
４
月
に
設
立
さ

れ
た
香
美
町
障
害
者
地
域
自
立
支
援
協
議
会
（
藤
澤
昌
彦
会
長
）。
こ
の
２
年
間
の
活
動
内

容
の
報
告
会
が
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
約
１
１
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

藤
澤
会
長
は
２
年
間
を
振
り
返
り
「
但
馬
地
域
で
は
第
１
号
の
設
置
。
前
例
も
な
く
手
さ

ぐ
り
の
中
で
、
障
害
を
持
つ
人
の
話
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
課
題
を
洗
い
出
し
、
そ
の
解
消
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
日
ま
で
に
町
長
に
３
度
の
提
言
を
行
い
、
移
動
支
援
事

業
の
グ
ル
ー
プ
利
用
な
ど
具
体
化
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
今
後
も
こ
の
流
れ
を
途
切
れ
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
活
動
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
総
括
し
ま
し
た
。

　

報
告
会
の
後
、
長
野
県
在
住
で
社
会
福
祉
法
人
「
高こ

う
す
い水

福
祉
会
」
常
務
理
事
の
福
岡 

寿
ひ
さ
し

氏
を
講
師
に
招
き
、
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

障
害
福
祉
と
い
え
ば
難
し
い
内
容
を
想
像
し
が
ち
で
す
が
「
福
祉
界
の
お
笑
い
芸
人
」
を

思
わ
せ
る
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
話
術
に
、
会
場
で
は
笑
い
声
も
。
約
２
時
間
の
講
演
で
、

地
域
の
つ
な
が
り
の
重
要
性
、
ま
た
、
障
害
を
持
つ
人
に
と
っ
て
何
が
一
番
大
事
な
の
か
を

訴
え
た
福
岡
氏
。
脱
輪
し
た
車
を
例
に
挙
げ
「
脱
輪
し
た
車
を
見
過
ご
せ
な
い
人
が
集
ま
る
。

話
し
合
っ
て
、
車
を
押
す
人
、
交
通
整
理
す
る
人
、
指
示
す
る
人
な
ど
役
割
を
分
担
し
て
困
っ

た
人
を
助
け
る
。
こ
れ
は
、障
害
を
持
つ
人
を
支
援
す
る
場
合
も
同
じ
。
ま
ず
『
ど
う
す
る
』

と
集
ま
り
、
話
を
す
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
は
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

「
施
設
の
整
備
あ
り
き
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と

り
の
声
を
聞
き
、
そ
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ
と

か
ら
始
め
な
い
と
、
ど
こ
か
で
無
理
が
生
じ
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
地
域
は
良
く
な
る
見
込
み
が

な
い
の
で
は
」
と
断
言
し
「
障
害
福
祉
に
限
ら
ず
、

多
く
の
人
々
に
と
っ
て
本
当
に
住
み
や
す
い
地
域

に
す
る
に
は
、
ま
ず
『
ひ
と
肌
』
脱
ぐ
こ
と
で
す
。

決
し
て
他
人
事
と
決
め
つ
け
ず
、
一
つ
の
課
題
に

対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
集
ま
っ
て
話
し
合
い

を
持
ち
、
困
っ
て
い
る
人
と
一
緒
に
解
決
方
法
を

探
る
こ
と
が
大
事
。
そ
の
上
で
、
本
人
の
ゆ
る
や

か
な
自
己
決
定
を
応
援
す
る
こ
と
に
尽
き
る
の
で

は
」
と
締
め
く
く
っ
て
い
ま
し
た
。

▲具体的な例を挙げて障害福祉の問題を提起する福岡さん

▲トラックに乗せられ、岩手県への帰還を待つ小型船
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〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
http://www.town.mikata-kami.lg.jp

役場本庁舎　　36・1111( 代表 )

　総　務　課　36・1111

　財　政　課　36・1942

　企　画　課　36・1962

　税　務　課　36・1113

　会　計　課　36・4321

　町　民　課　36・1110

　  消費生活相談　36・1941

　健　康　課　36・1114

　福　祉　課　36・1964

　農林水産課　36・0846

　観光商工課　36・3355

　建　設　課　36・1961

　上下水道課　36・0420

　議会事務局　36・1963

村岡地域局　　94・0321( 代表 )

小代地域局　　97・3111( 代表 )

町教育委員会　94・0101

　香住区中央公民館

　　（香住区生涯学習センター）

　　　　　　　36・3764

　村岡区中央公民館

　　　　　　　98・1366

　小代地区公民館

　　（小代区地域連携センター）

　　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住文化会館　36・1026

香住老人福祉センター36・5008

村岡老人福祉センター98・1000

小代高齢者生活支援センター97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）
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（平成 24 年 3 月 1 日現在）

合　計　20,518 人（－  43）

　男　　 9,782 人（－  20）

　女　　10,736 人（－  23）

世帯数  6,841 世帯（＋   3）

カッコ内は前月比

支援のお礼支援のお礼
●問い合わせ先　役場総務課

東日本大震災

　昨年３月 11日に発生した東日本大震災にあたり、町民の皆様から温かいご

支援をいただき、心から感謝申し上げます。

　町では被災された方々を支援するため「香美町東日本災害対策支援本部」（昨

年３月 14日設置）を通して、町民の皆様に義援金のお願いや支援物資の募集

を行い、多くの皆様や団体などのご協力をいただきながら、下記のような支援

を行ってきました。

　大震災から 1年が経過し、国の復興が本格化したことなどから、同本部を

今年 3月 31 日をもって廃止しましたが、今後も情報収集に努め、被災地の 1

日も早い復興にできる限りの支援を行っていきますので、町民の皆様のご理解、

ご協力をお願いします。

◆人的支援（町職員、ボランティア）

◆支援物資

◆義援金

支援内容
活動期間

（いずれも平成 23年）
人数

給水支援
3月 15 日～ 5月 10 日

のうち 20日間
4人（町職員）

市町業務支援
4月 3日～ 8月 12 日

のうち 50日間
14 人（町職員）

保健衛生支援 4月 19 日～ 22 日 2人（町職員）

炊き出し支援 4月 12 日 13 人（ボランティア、町職員）

入浴サービス支援 4月 12 日～ 15 日 17 人（ボランティア、町職員）

※支援先はいずれも岩手県および宮城県

※ 今年 4月 1日から 1年間、市町業務支援として町職員 1人を宮城県山元町へ派遣しています。

　町民の皆様からお寄せいただいた支援物資は、段ボール箱にして 1,042

個に上り、香美町建設業協会にご協力いただき、昨年 4月 12 日、宮城県

石巻市に届けました。

　各区・自治会を通して町民の皆様にお願いした義援金は、募金箱への

募金や各種団体から寄託いただいたものを合わせ、約 2,500 万円となり、

その全額を日本赤十字社に送金しました。ご協力いただいた皆様に深く感

謝申し上げます。

　なお、本町での義援金の受け付けは今年3月29日をもって終了しました。

・募集期間　平成 23年 3月 14 日～平成 24年 3月 29 日

・義援金合計　25,155,237 円

　　（内訳）　各区・自治会分　10,355,572 円

　　　　　　募金箱・団体分　14,305,995 円

　　　　　　個別募金分　　　　 493,670 円


